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■ 設計趣旨

「平川市新本庁舎建設基本方針・基本計画」の方針と理念を踏まえ、新しい平川市の
象徴となる、まちの活性化拠点をつくります。

「市民と共に、市民が育む、新世代のシティホールを創る」

◇  3 つのコンセプト
　1.　平川の風土に根ざし、市民と共に創る「コミュニティ庁舎」

　　　新世代の庁舎、新世代のサービス、未来の市民生活を考え、地域社会を
　　　支えてきたコミュニティのように人々の繋がりを生む庁舎を目指します。

　2.　日常的に市民が憩い、市民が育む「市民の広場」

　　　平川の風景に囲まれた緩やかなランドスケープをつくり、周辺環境と
　　　呼応し、人の回遊をもたらす市民の広場をつくります。

　3.　ユニバーサル、フレキシブルで、ながく親しまれる高品質な庁舎

　　　免震構造により災害時の安全性に配慮するだけでなく、建物自体を長寿
　　　命化し、将来の更新を見据えたフレキシビリティのある計画とします。　　

1）　市民が親しみ、交流し、賑わいが生まれる庁舎

2）　安心・安全の拠点となる庁舎

3）　人と環境に優しい庁舎

4）　効率的で機能的な庁舎

市民と行政が協働で課題に当たることができる空間づくり
人が交流し行き交うことで賑わいを創出し、地域経済の活性化に資する庁舎
・
・

災害情報の収集と提供、救援活動や復旧・復興活動のための拠点
耐震性や電気・水道・通信のバックアップ機能の確保、一時避難場所としての活用
・
・

すべての人が安心して便利に使うことができるユニバーサルデザイン
省エネルギーや再生可能エネルギーの活用により環境負荷を低減した庁舎
・
・

市民利用の多い窓口を同一フロアに配置し、スムーズに手続きを済ませられる構成
ICT 技術を活用した効率的な行政サービスの提供
・
・

新庁舎建設の基本理念

平賀駅前通りからの庁舎外観イメージ

内観イメージ
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■ 計画概要
敷地概要

平川市柏木町藤山／平川市本町平野
22,905.29 ㎡
近隣商業地域／第二種住居地域
指定なし
指定なし
80％   ／   60％
200％   ／   200％
建物高さが 10mを超える場合
規制値の種別（二）　測定水平面 4m
1：1.25
20m + 1：1.25
指定なし
北側：県道 町居平賀停車場線
　　　市道 本町平野新館線
西側：市道 柏木町藤山 2号線
東側：市道 柏木町藤山 3号線
公共下水道・上水道

所在地　　：
敷地面積　：
用途地域　：
防火地域　：
地域地区　：
建ぺい率　：
容積率　　：
日影規制　：

道路斜線　：
隣地斜線　：
北側斜線　：
前面道路　：

インフラ施設：

電気設備概要
受電方式：6.6kV   1 回線受電　屋内キュービクル
一般電灯：300kVA
一般動力：500kVA
非常保安電灯：100kVA
非常保安動力：240kVA
容量：340kVA（屋上設置）
燃料：A重油
稼働時間：72 時間（オイルタンクによる備蓄）
太陽光パネル　30kW
動力　三相 3線　210V
電灯　単相 3線　210V-105V
LED 照明器具
人感センサーおよび集中管理（共用部）
R型受信機
構内交換設備、構内情報通信網設備、議場設備、
情報表示設備、映像音響設備、拡声設備、
誘導支援設備、テレビ共同受信設備、
雷保護設備、防災無線設備

受変電設備　　　　：

非常用発電機設備　：

太陽光発電設備　　：
幹線動力設備　　　：

照明設備　　　　　：

自動火災報知設備　：
その他設備　　　　：

空調換気設備概要
地下水利用ヒートポンプチラー
油焚吸収式冷温水発生機 (A 重油 )
共用部：床輻射冷暖房＋外気処理機
執務室：床吹出し空調（AHU）＋外気処理機
会議室：ファンコイルユニット＋外気処理機
BCP 対応諸室：空冷ヒートポンプパッケージエアコン＋全熱交換器
自然排煙方式
中央監視装置・空調集中リモコン・自動制御設備

熱源設備   ：

空調設備   ：
　及び
換気設備

排煙設備   ：
中央監視   ：

給排水衛生設備概要
上　水：受水槽＋ポンプ加圧給水方式（上階）
　　　　水道直結方式（下階）
雑用水：雑用水槽＋ポンプ加圧給水方式（※水源は地下水）
小型電気温水器
屋内分流方式
節水型衛生器具
屋内消火栓設備、消火器

給水設備   ：

給湯設備   ：
排水設備   ：
衛生器具   ：
消火設備   ：

建築概要

事業スケジュール

［本庁舎棟］
2,711 ㎡
7,425 ㎡
（GF：870 ㎡　1F：2,197 ㎡　2F：2,078 ㎡　3F：2,100 ㎡　RF：180 ㎡）
鉄骨造・地上 4階建て
直接基礎（基礎免震構造）
ブレース付きラーメン構造
22.5m
17.4m
GF：4.14m　1F：4.50m　2F：4.14m　  3F：4.50m　RF：4.00m
準耐火建築物
286 台

建築面積　：
延べ面積　：

構造・規模：
基礎形式　：
架構形式　：
最高高さ　：
軒の高さ　：
階　　高　：
耐　　火　：
駐車台数　：

［概算事業費］
本体事業費　　：　　約 35 億 6千万円　(1 ㎡当たり約 48 万円 )
附帯事業費　　：　　約 19 億 4千万円

［健康センターについて］
市民利用が少ない建設部建設課と施設建築課を健康センターへ配置します。
乳幼児、成人の健診は引き続き健康センターで実施します。

　　　合計　　：　　約 55 億円

※附帯事業費に含まれるもの
　設計費、旧平川診療所・現本庁舎解体工事費、外構工事費、
　車庫改築工事費、融雪設備工事費、備品購入費など
※財源には旧合併特例事業債（充当率95％、交付税算入率70％）
　や国の補助金を活用します。

［車庫棟］

平成 30年度

実施設計

   610 ㎡
1,216 ㎡
鉄骨造・地上 2階建て
直接基礎（耐震構造）
ラーメン構造
7.1m
6.6m
1F：3.4m　2F：3.2m
準耐火建築物

建築面積　：
延べ面積　：
構造・規模：
基礎形式　：
架構形式　：
最高高さ　：
軒の高さ　：
階　　高　：
耐　　火　：

北

南
東西

平成 31年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

外構工事新本庁舎建設工事 開
庁

現本庁舎
解体工事

移転
準備

計画地平川診療所

郵便局

交番
平川市商工会

健康
センター

ねぷた
展示館

中央公園

平賀駅
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■ 配置計画
不定形で段差のある敷地を一体的に「滑らかに」整備し、平川の風景
に囲まれた緩やかな市民の広場をつくります。

■ 断面計画

敷地形状を有効に活用した配置計画
敷地中央に三角形平面の新本庁舎を配置し、敷地東側を整形
の駐車場として、まとまった駐車台数を確保します。三角形
平面をいかして敷地北西と敷地南西に広がりをもたせ、北西
側には市民の憩いの場となるねぷた広場を、南西側には市道
とレベル差のない駐車場を設けます。

・

歩車分離を明確にした安全な動線計画
県道側と市道側に車両出入口を設け、車を利用した来庁者の
利便性に配慮します。県道側からのメインアプローチは緩や
かなスロープとし、庁舎 1階へ段差の無いスムーズなアクセ
スを可能にします。

歩行者動線はねぷた広場沿いとメインアプローチ沿いに確保
し、車両動線と交錯することなく庁舎内へアクセスできる計
画とします。

・

・

まちにひらかれた、新庁舎の前景となる「ねぷた広場」
隣接する北側の県道や西側の市道との間には物理的な境界を
設けず、歩行者がどこからでも出入りできるボーダーレスな
「まちにひらかれた」場所を目指します。

平川市を代表する「ねぷたまつり」から近隣コミュニティの
小規模なイベントに至るまで、様々な催しに対応できる汎用
性の高い広場をつくります。

メインアプローチ沿いや西側の市道沿いに中高木の樹木を植
栽し、緑豊かで潤いのある景観を形成します。

・

・

・

敷地の高低差をいかす断面計画
敷地の高低差をいかして 2つのアクセスレベルを設けます。
前面道路とレベル差の無いグランドフロア、東駐車場と段差
の無い 1階とし、敷地のどこからでも館内に入りやすい計画
とします。

・

自然エネルギーを最大限に活用した庁舎
建物中央に吹き抜け空間を設け、自然通風や重力換気、自然
採光などにより省エネルギー性の高い庁舎とします。

太陽光発電や井戸水利用など、自然の恵みを最大限に利用し、
環境負荷低減に配慮します。

・

・

仕

S=1/1000（A3）配置図

S=1/500（A3）断面図

北

西

東

南

東駐車場
（206 台）

職員通用口

来庁者入口
( 正面入口 )

来庁者入口
( 西側入口 )

▼

▼

▼

西駐車場
（80台）

スロープ
（5.0%）

ねぷた広場

▽ 軒の高さ =17.4m

敷地西側（低いレベル）

［西駐車場・ねぷた広場］

敷地東側（高いレベル）

［東駐車場・メインエントランス］

▽ 最高高さ =22.5m

公用車車庫
（2階建・34 台）

車両動線と交錯しない
安全な歩行者アプローチ

無散水融雪範囲

敷地境界線

ねぷた運行可能な
多目的な広場

自然通風・重力換気

自然採光

太陽光発電パネル

２階

３階

免震装置

スロープ
（3.6%）

１階

グランド
フロア

+0.00m

(+0.10m)

(+4.15m)

(+0.25m)

(+3.76m)

(+2.10m)

(+2.38m)

(+0.54m)

(+3.32m)

(+3.94m)

(+3.94m)

(+0.12m)

車両
出入口

車両
出入口

車両
出入口

吹抜け

グランドフロア

１階

大きな軒下広場
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■ ゾーニング計画・動線計画
みんなに優しい新世代の窓口業務の実現と賑わいを生む市民利用の実現
を目指し、機能性と快適性を両立したフレキシブルな計画とします。

ワンフロアサービスを実現する平面計画
市民利用の多い市民課や国保年金課、会計課や税務課、福祉関
連の窓口を 1階に集約したワンフロアサービスを実現します。
三角形平面を生かして、見通しがよく分かりやすい窓口カウン
ター配置とします。

市民が自由に集まり賑わいが広がるエントランスホール
エントランスホールは開放的な三角形の吹き抜け空間とし、
様々な情報発信に利用可能な場所とします。市民が思い思い
に集まり、館内に賑わいが広がる空間を目指します。

・

・

人にやさしい、市民が利用しやすい庁舎
総合案内はエントランスに近い位置に配置し、各窓口や市民利
用スペースへのスムーズな案内を可能にします。

初めて庁舎を訪れた人にも分かりやすいサイン計画とします。

各課のサービス内容にあわせてハイカウンターやローカウン
ターを計画し、高齢者や車いすの方の利用にも配慮します。

プライバシーに配慮した相談室を複数配置し、利用者のニーズ
に沿った計画とします。

子どもから高齢者まで誰もが快適に利用できる多目的トイレを
各階に設置、子育て世代の方に対し、子どもを見守るためのキッ
ズスペースや授乳室を整備します。

来庁者用のエレベーターを 2基設置し、各階へスムーズに移動
できるようにします。また、エレベーター付近に階段を配置し、
分かりやすい動線計画とします。

・

・

・

・

・

・

【充実した市民サービスを可能にする部署配置】
1F

市民活動の拠点となるエントランスロビー
ねぷた広場や大きな軒下空間と連続するロビー空間を設け、
１Fに繋がるひな壇や市民ホールとの一体的な利用も可能な
市民活動の拠点をつくります。

多目的な利用が可能な市民ホール
2 月～3月は市・県民税の申告相談、選挙期間中は期日前投票所
として活用します。それ以外の期間は日常的に市民に開かれた
ホールとするため、様々な利用方法を想定し、可動間仕切りなど
を用いてフレキシブルな使い勝手となるよう配慮します。

・

・

【様々な市民活動を支える、賑わいと交流の拠点】
グランドフロア

市民ホール

大きな
軒下空間

▼

▼

企画財政部
（税務課）

健康福祉部

エントランス
ホール

キッズ
コーナー

会計課

市民生活部
( 国保年金課 )
( 市民課 )

職員通用口

相談室

会議室会議室

風
除
室

通用口
▼

電気室

機械室
（1）

機械室
（2）

市民協働スペース

ねぷた広場

ねぷた広場とのつながり
ひな壇

エントランス
ロビー

MWC

書庫

総合案内

吹抜け

風除室

WC

WC

SK
PS
DS

機
械
室

機
械
室

機
械
室

書
庫

書
庫

書庫

EPS

風除室

給湯

給湯

更衣室更衣室

職員休憩
スペース

宿直室

WC

S=1/600（A3）
1階平面図

グランドフロア平面図

個別利用可能な相談室

相談室としても
利用可能な授乳室

グランドフロアと
１階をつなぐひな壇

DS

PS

WC
WC

市民利用の多い窓口を集約した
ワンフロアサービス

セキュリティライン

北

西

東

南

MWC

WC
SK

PS
DS

DS

WC

EV

EV

EV

EV

西駐車場

東駐車場

来庁者入口
( 正面入口 )

来庁者入口
( 西側入口 )

▼

風除室

A
T
M

授乳室
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■ ゾーニング計画・動線計画

市民が気軽に利用できるカフェスペース
岩木山への眺望がえられる北西コーナーに市民が気軽に利用
できるカフェスペースを配置します。カフェスペースからつ
ながるブリッジは、ねぷたまつりの際には観覧席としても利
用可能な使い方を検討します。

市民に開かれた議会・傍聴しやすい議会
三角形平面の南側の頂点部分を有効に利用して議場を配置し
ます。十分な数の傍聴席を確保し、市民へ開かれた議会を目
指します。また、傍聴席には車いす用のスペースも確保し、
バリアフリーに配慮した計画とします。

・

・

議決機関としての独立性
議会機能の諸室を 1フロアに集約配置し、意思決定機関とし
ての独立性を確保します。

・

様々な利用形態に対応する会議室
最大 100 名程度で利用可能な会議室２Lを配置します。可動
間仕切りを設置し、大小のスペースに分けた利用も可能にし
ます。

・

【市民開放と独立性を両立する議会フロア】
3F

災害時の迅速な対応を実現
災害発生時に被災状況を的確に把握し、関係機関と連携して
速やかに対応策を協議できるよう、災害対策本部室を中心に
市長室と関連する執務室を近接して配置します。

フレキシブルな執務スペース
執務スペースは間仕切りのないオープンな空間とし、組織改
編においてもレイアウト変更が必要ないものを採用します。
見通しよく機能的な場所とし、来庁者と職員の双方が分かり
やすい計画とします。

・

・

質の高い市民サービスを支えるバックヤード
市民動線から独立した職員動線を確保するとともに適切な休
憩スペースを設け、市民サービスの向上に寄与する計画とし
ます。

・

【災害時の対策拠点となる執行部フロア】
2F

S=1/600（A3）

北

西

東

南

市民が気軽に利用できる
カフェスペース

岩木山

様々な利用形態に
対応する会議室

3 階平面図

2階平面図

バリアフリーに配慮した傍聴席

フレキシブルな
執務スペース

教育委員会
事務局

カフェ
スペース

議場

MWC
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■事業計画経過 
 
新本庁舎建設基本計画の変更 
 平成２９年３月に策定した平川市新本庁舎建設基本計画のうち、配置計画及び概算事業費な
どを変更しております。 
 事業費については、新本庁舎本体工事に加え外構工事費やその他委託費など附帯事業費を合
計した概算事業費を約５２億５千万円と定め、基本設計においてもその額を超えないように努
めてきましたが、下記の要因により基本設計において外構工事を中心とした附帯事業費が約２
億５千万円増えたことから、約５５億円に変更しております。 
 
配置計画の変更概要 
①!新本庁舎の配置 
 基本計画における配置計画は、新本庁舎は旧平川診療所敷地を建設想定エリアとしており
ました。 
基本設計では、設計業者を選定するプロポーザルで採用された案に基づき、駅前通りから

の連続性等に配慮するため段差に跨るように配置し、東西を緩やかに繋げるような敷地利用
計画に変更しております。 
②!既存車庫の扱い 
既存車庫を活用し、不足する１０台分の車庫を新築する予定でしたが、現庁舎解体後の敷
地全体の景観及び既存車庫への動線を考慮した結果、新本庁舎の裏側へ３４台分の車庫を新
築する計画に変更しております。 
 
概算事業費の変更概要 
①!融雪設備 
  市民ワークショップの意見として、積雪時に快適に庁舎へ行きたいので融雪してほしいな
どの意見があったことから、市民動線であるスロープや歩道に地下水を活用した無散水融雪
をすることといたしました。 
②!雨水貯留槽 
  計画敷地西側は、平成２５年９月の台風１８号の豪雨で道路が冠水をしたことから、駐車
場等に降った雨水を一時的に貯留する設備を豪雨対策として導入することといたしました。 
③ 機器等移転 
非常用発電機、屋内消火栓ポンプ、サクラの植栽などが新本庁舎建設予定地と重なったた

め、移転及び移植を行う必要が生じました。 
 
なお、新本庁舎本体工事の建築単価は、国の補助金を活用すると１平方メートル当たり４８

万円であり、基本計画で想定した建築単価４９万円を下回っております。また、県内の先例自
治体の建築単価と比較しても、同等またはそれ以下となっております。（近年における県内の先
例自治体の建築単価は約４６万円から約５５万円） 

協議経過 
年 月 内   容 

昭和５０年度 碇ヶ関村役場庁舎完成 
昭和５４年度 平賀町役場庁舎完成 
平成１０～１１年度 尾上町役場庁舎完成、平賀町健康センター完成 

平成１８年 １月 平川市発足。平賀町役場を本庁舎、尾上町役場を分庁舎及び尾上総合支所、 碇ヶ関村役場を碇ヶ関総合支所とした 
平成２６年 ８月 「平川市新本庁舎建設基本方針」策定 

    １０月 市民有識者による平川市支所のあり方検討委員会により支所及び尾上分庁舎の扱いについて検討開始（第１回） 
    １２月 第２回平川市支所のあり方検討委員会 

平成２７年 ２月 第３回平川市支所のあり方検討委員会。平川市支所のあり方検討委員会委員長より「支所のあり方に関する検討報告書」を市長に提出 
７月 市民有識者による平川市本庁舎建設委員会を設置し、検討開始（第１回） 
８月 第２回平川市本庁舎建設委員会（秋田県潟上市役所庁舎視察） 

平成２８年 ２月 第３回平川市本庁舎建設委員会 

３月 市議会議員による庁舎建設委員会が設置され、検討開始（第１回） 第２回市議会庁舎建設委員会、第３回市議会庁舎建設委員会 
４月 第４回市議会庁舎建設委員会、第５回市議会庁舎建設委員会 
５月 第６回市議会庁舎建設委員会 
９月 第７回市議会庁舎建設委員会 

１０月 第４回平川市本庁舎建設委員会、第８回市議会庁舎建設委員会 
１１月 第９回市議会庁舎建設委員会 
１２月 第１０回市議会庁舎建設委員会 

平成２９年 ３月 第１１回市議会庁舎建設委員会、第５回平川市本庁舎建設委員会 「平川市新本庁舎建設基本計画」策定  
４月 第１回平川市新本庁舎建設設計業者選定委員会 
５月 新本庁舎建設設計業者選定プロポーザル告示 
６月 第６回平川市本庁舎建設委員会（秋田県能代市役所庁舎視察） 
７月 第２回平川市新本庁舎建設設計業者選定委員会（１２者のうち５者選定） 

８月 選定された５者による新本庁舎建設設計に係る公開ヒアリング 第３回平川市新本庁舎建設設計業者選定委員会（最優秀者及び優秀者を選定） 

１０月 
平川市新本庁舎建設設計業務について、最優秀者である平川市新本庁舎建設設
計ＮＡＳＣＡ・八洲・構設計共同企業体と契約締結 
第７回平川市本庁舎建設委員会 

１１月 第１２回市議会庁舎建設委員会、設計業務説明会（市議会議員） 第１回市民ワークショップ 
１２月 第２回市民ワークショップ、第３回市民ワークショップ 

平成３０年 ３月 設計業務説明会（市議会議員） 旧平川診療所解体工事完了 

４月 
健康センター配置部署公表（建設部建設課と施設建築課を健康センターへ配置） 
第８回平川市本庁舎建設委員会、第４回市民ワークショップ 
設計業務説明会（市議会議員） 

５月 平川市新本庁舎建設基本設計パブリックコメント 

■ 事業計画経過 ■ 協議経過


